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頭頚部 (特に耳鼻科領域)67Gaシンチグラフィ

における唾液腺造影の影響

隅屋 寿 広瀬 宏一* 関 征夫*

要 旨

唾液腺造影の影響で,67Gaシンチグラフィ上唾

液腺部にドーナツ状の異常集積を認め,悪性腫癌,

膿癌が疑われた耳下腺良性腰癌の 1例を報告する｡

頭頚部領域における 67Gaシンチグラフィでは唾液

腺造影の影響を常に考慮する必要がある｡

はじめに

頭預部領域の悪性腫癌は 67Gaが比較的高率に集

積すると報告されており1),その原発巣,転移巣の

検出や良性,悪性の鑑別に 67Gaシンチグラフィが

広 く施行されている｡しかし 67Gaシンチグラフィ

は,現状では依頼を受けてから施行するまでに日数

を要し,特に耳鼻科では検査前に唾液腺造影を施行

しているのが普通であり,読影の際に注意を要す

る｡

症例説明

患 者 :72歳,女性｡

主 訴 :左耳下腺部腫脹｡

家族歴 :特記すべきことなし｡

既往歴 :数年前より高血圧で治療中｡

現病歴 :約 4年前より左耳下腺部腫脹を認めてい

たが放置していた｡徐々に大きくなり,昭和 61年

5月20日当院外科受診｡痛み,発熱はなかった｡

Fig.1 Ultrasonogramoftheleftparotidgland.Hypoechoicmasslesionwithhom0-geneousechopatternand

clearboundaryisshownwithinthegland.Theeffectofsialographytothe67Gascintigraphyinheadandneck,especiallyinotorhinologicalreg
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Fig.2 Salivaryglandscintigraphy(A)45minaftertheinjectionof9
9mTcpertech-netateand(B)afterstimulationwith
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Fig.4 Sialographyoftheleftparotidgland

67Gaが集積したと考えられた｡唾液腺造影 3日後の単純 CTでもlowdensitymas

s周囲の左正常耳下腺は強く造影されており (Fig.5),造影剤の残存を示していた｡

したがってこの症例では腫癌自体への 67Gaの集積はなく,耳下腺の炎症のために集積

したと考えられた｡他の画像診断とあわせ良性の腫癌が強く疑われ,腫癌摘出術が施行され

た｡病理診断は pleomorphicaden

oma(良性の唾液腺腫癌の一種)であった｡

考 察悪性腫癌に対して 67

Gaシンチグラフィが広 く施行されているが,67Gaは良性の疾患にも集積する｡唾液腺に関しては,放

射線治療2),サルコイドーシス3),シェーグレン症候群4)などが報告されているが,唾液腺造影の

影響も忘れてはならない｡これはGamutsinNuclearMedicine5)に載

っていないが,著者の印象では頻度

の高いものの一つである｡とくに耳鼻科では初診の時点ですでに唾液腺造影を施行してあるのが普通

であり,炎症による唾液腺への集積を腫癌への集積 と見誤る可能性がある｡これは胸部領域における気管支

造影の影響と同じようなものである｡頭頚部領域の 67Gaシンチグラフィ読影の Fig･5 PlainX-rayCTatthelevelofparot

idgland.Thelowdensitymasslesionintheleft
parotidgl

andisseen.Highdensityareaaroundthemass

isnormalparotidglandtissuewithenhancement

bysialography.際には,集積の有無だけではなく,腫癌の大きさ,部位を正し

く把握し,唾液腺造影施行の有無も確かめる必要がある｡ 文 献1)Silb
ersteinEB,KornblutA,ShumrickDAetal:67Ga

asadiagnosticagentforthedetectionofheadandnecktumorsandlymphoma.Radiolog


